


















研究目的

　心身障害発年予防のための綜合的サービスである遺伝相談のうち,出生前診

断と保因者検索が,再発危険率の推定とともに,重要な分野を占めているが,こ

れらの遺伝学的適応の規準を定める必要性が,遺伝医学の急速な進展とともに

クローズアップされてきた。


